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要 旨

大学の英語教育における学習者のニーズについて調査分析を試みた。急速に変貌する社会環境 と、

小 ・中 ・高における 「総合学習の時間」の設置 と 「小学校英会話」指導における問題提起など、従来の

学習環境では学習者の志向を見誤る危険性が散見 される。そこで高等教育機関における学習者の授業に

対する目的/意 義/そ の必要性/そ の問題点等を追求し、新 しい教育体系の構築に向けての指針をここ

ろみた。

本稿の目的は、そこで提起 された本学の学生ニーズを明確に分析 し、新 しいカリキュラム作成を結実

させる資料提起にある。なおこの結実は、平成13年9月 から平成14年3月 まで10数 回議論推考をかさね

た教養部 「英語教育将来検討委員会」にて 「奈良大学/英 語教育新カリキュラム案」という形で学内外

に公示された。なおこの案は、「全学カリキュラム検討委員会」にて了承された。この委員会案は、本

稿のアンケー ト調査の問題点と課題を考慮して山田が作成 した私案に添 うものである。

1は じめに

21世 紀になり、大学の英語教育 も新 しい時代 を迎えている。英語 自体は世界の共通語としてそ

の地歩 を固めつつある。英語は明らかにIT化 時代 ・情報化時代の根幹 を担いつつある。「国際

化 ・情報化」の時代に存在するか らこそ、確実 に英語がコミュニケーションの媒介言語になりつ

つあることは紛れもない現実的事実である。最新の情報機器の発達によって、または英語の場合

のLL機 器からCALL機 器への発展 によって、あらゆる情報が瞬時にネッ トワークシステムを通

じ一つに結ばれる。こういう高速情報時代の当来 を英語教師のみならず どの分野の人も、誰一人

想像できなかったのではなかろうか。このような高速大量伝達社会の中で、我々教育者はどのよ

うな教育理念 をもって、どのような英語をいかように教えるべ きか。

平成14年9月27日 受理*教 養部
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外国語教育の分野では、最近の傾向として、学習者の動機づけ(Motivation)に 焦点を当て、

効果的な学習法を模索(LearningStrategy)す る試みがなされている。学習者の 「自主的 ・自発

的な学習」を促すことによって、言語表現能力が どれほど効果的に向上させ られるかを追求 し、

その機会と手法と教材を最 も最適な状況で提示すること:そ のポジティヴな教育者姿勢が、外国

語教育に携わる担当者たちの課題になっている。このような外国語教育の現状 に対する改革の試

みとして、本学の外国語教育の実態 を学生の面から分析 し、その分析から生ずる結果を基 にして、

新 しいカリキュラム提示と、それに基づ く言語学習ス トラテジ.__.を追求してみる。

皿 研究対象クラス(2ク ラス)

①科 目名:英 語1(総 合 英語 ・1回 生)52名 本 編で は 「Ba」 ク ラス と呼称す る。

・テキス ト=FrontierinScience(成 美 堂)

・この ク ラス の位 置付 け:週1回90分 授 業
。1回 生 。CALL機 器 を月2回 程 度利 用 して

ListeningとExpression能 力 の習得 に焦点 を当てつつ、 グルー プ発表で プ レゼ ンテーシ ョンの

深化 をめ ざす。

・学生バ ランス:男 子28名 。 女子24名 。

②科 目名:英 語 皿(時 事英語 向 ・2回 生以上)37名 本 編 では 「Bb」 ク ラス と呼称す る。

・テキス ト=ListeningandSelf-Expression(南 雲 堂)

・このクラスの位 置付 け:週1回90分 授 業。2回 生以上 。CALL機 器 を月3回 程度 の頻度 で使

用。英語 を通 じて身の回 りを、日本 を、そ して世界 を観 れる ように、日頃 か ら新 聞、 テ レビニ

ュース 、 そ して本 を精読 す る よ うに義 務付 ける。学 生 それ ぞ れの意見 の創 造(構 築 二my

ownopinion)が コ ミュニケ ーシ ョンを通 じての最大 の武器で ある ことを、学生 に周知徹底

させ ている。

・学生バ ラ ンス:男 子22名
。女子15名 。

皿 研修対象クラスの担任 からの分析

①Baク ラス(1回 生)

☆ プラス面:(1)学 期当初、数名だが質問する学生がいた。徐々に引 きず られ、学生の発表

回数が増加 した。

(2)真 面目に演習にでて、真面目に聴 きすぎる場合がある。

(3)出 席率が良 く、演習のあとで質問が多 くでるように変わってきた。

(4)女 子学生は概ね意欲があり、熱意があり、そ して声が大 きいが、男子学生

は全般的に温和 しす ぎて、概ね、声が低い。

(5)予 習状態は概ね良好だが、もう一つ訴えるものに欠ける。
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☆マイナス面(1)5～6年 前に比べ、文法面 ・発音面で、その初歩す らマスターできていな

い学生がいる。

(2)ク ラスのなかでも発表者 ・質問者が時折偏 る場合がある。それは予習不

足なのか、それ とも体面を考えて質問しないのか。

(3)プ リントで少 し高度な教材を出した場合、ついてこれる学生にバラツキが

観られる。

(4)外 国語クラスとしては52名 は多す ぎる。そのため学習ス トラテジーの運

用面で、柔軟的な対応が執れず、折角の内容に乱れが生 じている。

(5)音 読と会話の折、声を共に出す習慣がなく、まだまだ受験の弊害が感 じ

られる。高校段階で音読する回数が少なく、文法中心の読解授業の影響

が残っている。

②Bbク ラス(2回 生以上)

下記の内容については、Baク ラスの現状 と相似 している場合が多い。そのために、ここで

は異質な面だけを明示する。

☆ プラス面:(1)こ のクラスは独 ・仏 ・中との選択必修 クラスである。さらに自由選択の学

生 も含 まれる。さらに、学生は2回 生か ら4・5回 生 まで幅広 く含 まれる。

この多様 な選択学生の存在 によって、このクラスは英語1・Hの クラスで

は見 られない雰囲気を漂わしている。この中で自由選択の学生は12人 を数

える。これが次の学生評価でのデーターに大 きな影響を与えている。

(2)こ のクラスの4割 は昨年の教え子である。さらに、3割 は友人 ・クラブ生

の紹介である。3割 が、シラバスをみて選択 した学生割合 となっている。

(3)科 目選択の理由が明確であ り、目的意志がはっきりしていることはプラス

面であろうか。しか しその目的意識も内容次第であり、学生の中には昨年

のよしみで選択 した学生 も少なからずいる。学生の問題意識の希薄さに問

題は内在する。

(4)昨 年 と同じ経験組 とか、紹介組が中核 となって、クラスをリー ドする。

(5)時 事問題で英語を理解 し、英語 もしくは日本語でディベー トできるように

指導 しているが、学生の反応は上々である。英語を通 して社会 をみる学習

は、学生に客観的な視点で物をみるチャンスを与えたようである。
L

(6)学 生の中には、外国語 を除いた教養科目をすべて選択にしてほしい学生希

望者が数人いたことは驚きのひとつである。その理由を後 日一般的に問い

掛けると、講義科目はただ単に卒業単位の取得手段 にす ぎない。講義科 目

4単 位はとても有利であるとの後向き回答が帰ってきた。

☆マイナス面 (1)私 語 もな く、真面 目な学習態度 は優れている。あくまで単位取得 を目標

にしているために、無気力な学生 もいることは残念であ り、どの大学に
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も見られる最近の風潮である。

(2)学 生数が37名 と多 くもないが、できればもっと少人数の方が効果的であ

る。

(3)選 択必修の学生間でも、選択必修と自由選択の学生間でも、男女間でも、

予習段階の有無の問で も、 さらにCALL機 器の経験の多少の間において

も、学生本人の主体性の差が顕著になっている。その顕著な例は、指示

しなければ 「何 もしない、何 もできない」受動的な若者像の姿である。

目的意識を 「持 てない、持たない、そして持 とうとしない」姿であ り、

この姿が個人の能力の進捗 に大きくかかわっている。

(4)学 生に機器の操作を教えている問に、または37台 ボ ックス問の トラブル

に追われている間に、時間を奪われてしまう。TA(TeachingAssistant

ofGraduateStudents)の 制度があれば、さらに操作機器が事前に万全で

あれば、効果は倍増する。

1V大 学の英語授業における学生実態 と課題調査

Ba/Bbク ラス分析を例にして(複 数解答可)

表 〈質 問項 目と具体例 〉※(1)
Ba

人

Bb

人 人

全体 ・%

%

1 英語を観る学生の傾向

英語はもともと好きである 28 18 46 51.7

英語はどちらかといえば嫌いなほうである 15 7 22 24.7

どちらともいえない 26 10 36 1'/

入試があるか ら英語を勉強 した 48 28 76 85.4

大学に入って、英語の必要性に芽生え勉強 している 40 35 75 84.2

英語は相変わらず嫌いである 8 7 15 16.8

2 学生にとっての英語の必要度

専門科 目での文献を読むのに重要である 26 28 54 60.7

大学院とか留学に必要になると思われる 12 6 18 20.2

これからの時代の国際語として重要と思われる 42 34 76 85.4

中国とか韓国とのアジア諸国との付き合いでも必要である 45 32 77 86.5

STEP/TOEIC/TOEFLな どの資格試験のために重要である 36 25 61 68.5

国際化時代の就職試験には、付加価値 として必ず求め られる 28 16 44 49.4

高齢化 と生涯学習の時代、いつでもどこでも必要となる 31 35 66 74.2

小学生英語の登場の時代、さらに実践的な英語力が必要である 16 13 29 32.6

3 大学の英語授業に対する内容度

生 きた英語はネイティブ教員から習いたい 22 19 41 46.1

日本人教員の授業でも「話す/聴 く」演習 を取 り上げてほしい 18 15 33 37.1

ペアレッスンのような活気ある授業 を希望する 25 21 46 51.7

90分 をバラエティーに富んだ、いろんな授業に分けてほしい 27 16 43 48.3
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表 〈質 問項 目と具体例 〉※(1)
Ba

人

Bb

人 人

全体 ・%

%

能力別に、少人数の多目的なクラス構成 を数クラス希望する 15 11 26 29.2

CALL機 器 を利用した、e一 ラーニング的な授業 を望む 23 26 49 55.1

精読クラスでの授業内容のスキル化をお願いしたい 14 7 21 23.6

リメディアル的で興味のわくような授業を望む 12 5 17 19.工

生涯学習の時代、社会人との活きた授業を考慮 してほしい 7 6 13 14.6

4 君たちにとって望ましい英語教材

テキス トの内容も幅広 く、特定分野に偏 らないでほしい 32 21 53 59.6

マルチメディア時代、インターネット英語教材を希望する 21 23 44 49.4

教 員 の専 門分野 に偏 りす ぎず、up-t(》dateな もの を希望 す る 25 14 39 43.8

各学科の特性の基礎 となるようなテキス ト選定を希望する 27 13 40 44.9

異文化体験と日本文化体験という比較対照的な教材を希望する 16 14 30 33.7

環境/高 齢化/介 護/地 域活動的な身近な内容の教材を希望 22 26 48 53.9

英語検定/ト ーイック/ト ーフルなど資格取得の教材を希望 26 20 46 51.7

5 読解力をのばす授業に望む内容

講義(30分)十 演習(60分)で 大意要約の方式 15 10 25 28.1

現在の社会情勢とか専門の教養分野の読解という現実的方式 38 30 68 76.4

速読とか多読とか精読とかを混ぜてのオムニバス方式 35 28 63 70.s

文法 ・語法遵守読みとか混ぜての読解方式 10 18 28 31.5

6 読解力向上に望むもの

Mainichi/AsahiWeeklyの よ うな英字新聞 を読 める力を望 む 32 28 60 67.4

大学院の長文の読解が可能になる力をつけたい 8 13 21 23.6

どんなものでも大意要約できる力をつけたい 21 15 36 40.4

英 語 検 定2級/ト ーイ ック500点 を ク リアで きる読解力
9

28 33 61 68.5

キーワー ドなどでなんとか説明できる力をつけたい 36 30 66 74.2

7 作文力(口 語 ・文語表現力)を のばす授業に望む内容

文法/語 法/構 文等 を鍛 え直 し、表現力をつける方式 28 20 48 53.9

基本語彙力1000を 設定 し、表現力をつける方式 37 27 74 83.1

毎 日英文 日記をつけるのに、支障のない程度の力をつける方式 24 14 38 42.7

インターネットの文章の要約を英文で表現する力をつける方式 22 18 40 44.9

外国の教員と話ながら作文 し、直接に添削 を行なう方式 35 26 61 68.5

8 作文力向上に望むもの

どんな文章で も時間をかければ、表現できる作文力をつけたい 21 26 47 52:8

どんな文章でもすみやかに表現できる作文力をつけたい 12 28 40 44.9

観光英会話でケースバイケースの表現をこなしたい 36 20 56 62.9

インターネットとか短い手紙の要約を英語で表現 したい 22 21 43 48.3

9 聴解力をのばす授業に望む内容

教科書の付属ビデオテープとかテープで聴 き取 る方式 18 12 30 33.7

英検/ト ーイックなどの専門テープで聴き取る方式 41 31 72 80.9

映画とか映画音楽(洋 楽)を 聴いて内容を理解する方式 28 14 42 47.2
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表 〈質 問項 目と具体例 〉※(1)
Ba

人

Bb

人

全 体 ・%

人%

アジア(中国/韓 国/フ ィリピン)の人々と話 し聴取する方式 33 21 54 61.7

ペアレッスンなどの共通話題で、種々の方策で聞き取る方式 28 18 46 51.7

10 聴解力向上に望むもの

英語検定準2級 もしくは初級英会話の英語を聴きとりたい 25 16 41 46.1

英語検定2級 もしくは中級英会話を聴きとりたい 32 28 60 67.4

英語放送(ABC/CNN)も しくは英語検定準1級 を聴きとりたい 12 6 18 20.2

11 会話力をのばす授業に望む内容

外国人と直接話す練習をし、英語で考える習慣を身につける 28 19 47 52.8

外国人同志の会話のビデオを視聴 しながら、決 まり表現の習得 16 13 29 32.6

LL機 器 を使 って 、個人 レッス ン/ペ ア レッス ンを行 な う 22 16 38 42.7

LL機 器の自習モー ドで個人追加 レッスンを行なう方式 25 18 43 48.3

12 会話力向上に望むもの

日常会話を普通にできるようにしたい 22 18 40 44.9

アジアの中国人/韓 国人/マ レーシア人達と英語で話 したい 28 23 51 57.3

聴 解 力 をつ けて、 ト0イ ック試験 にチ ャレ ンジ したい 26 27 53 59.6

専門分野の話題を英語で会話したい 16 8 24 30.0

13 英語の授業の全般で希望する内容

成績評価に、優(80以 上)の 上に秀(90以 上)の 設定 10 12 22 24.7

成績評価に、平常演習内容を重 く加味 してほしい 18 15 33 37.1

会話クラスの定員は、現状40人 から20人に是正 してほしい 28 16 44 49.4

CALLク ラスの使用頻度が高く、自習モードで使用が不可能 27 16 43 48.3

いろんな国の外国人と楽 しく話 したい 36 25 61 68.5

DVD/LD教 材を使った映像資料のクラスの設定を望む 26 12 38 42.7

デ ィベ0ト によ り、いろんなテーマで話 したい 8 7 15 16.9

CALL教 室で、いろんな国の映画会を行なってほしい 28 22 40 44.9

V調 査結果と分析

【表1】
● 『英語 を観る学生の傾向』

本学の学生は 「入試」の存在 と、「英語授業での目覚め」の2項 目の数値が高い。本学

の学生は 「英語が苦手だから本学に入学 した」 との風評があったが、このデーターで

観るかぎり、そのようなマイナスイメージを払拭 してもいいだろう。今後の取組み と

して、「学生にどのように実用的な能力をつけさせるか」が、われわれ担当教員に課せ

られた大 きな課題である。

【表2】 『学生にとっての必要度』

これからの国際化時代の各国共通言語およびコンピューター言語の 『英語』の存在価



山田:魅 力ある語学教育への課題研究 51

ノ

値を十分認識 した結果が、この項目の分析 となっている。学生には、「英語以外の外国

語の習得 は重要であるが、その習得 と、その国の人 との会話(意 志疎通)と は別物で

ある。それゆえコミュニケーシ ョンは、英語によってはかられる。その言語に精通す

るために、80%の 言語環境が必要である」 と話 したことが、大いに影響 しているか も

しれない。

【表3】 ● 『大学の英語授業 に対する内容度』

大学の英語授業の現状認識 と希望度が入 り交 じったデーターのように見受けられる。

要するに 「活気のある活きた授業」 を望む学生群 と、「ネイティブの教員 による授業」

群 とに大別できる。学生は現状 を前向 きにとらえ、真剣 に考 えている傾向が観 られる。

「活きた授業」として、CALL教 室の機器を利用 した実用スキルを積む授業 を望んでい

る。「実用的 ・運用的」がKeyWordと なる。

【表4】:『 君たちにとって望 ましい英語教材』

「特定の分野に偏 らないもの」「身近な情報を伝 えるもの」「資格取得 に利するもの」

等が学生の希望するものである。教員の専門分野に偏 りすぎるout-of-dateな 教科書に

は人気はない。一般的で比較文化的な題材 も、学生の眼にはold-fashioned的 と映って

いる。今後はマルチメディア的な 「今を多量に伝える」教材が主流を占めるであろう。

【表5】:『 読解力をのばす授業に望む内容』

結論からいって、従来のオーソ ドックスな教材に頼 った授業には、学生の関心のなさ

が如実に示 されている。90分 をカラフルに、多目的に活用する授業 を切望する学生の

姿が明確に示されている。「オムニバス」、「教養+専 門」の組合せの発想 に、学生の弾

力的なチャレンジ精神を見て取ることができる。

【表6】:『 読解力向上に望む内容』

「学生たちの現実的な物事処理感覚」 を、データーから読みとることができる。例 え

ば、英字新聞(MainichiWeekly)読 解要約 とか、 トーイック500点 などのクリアなど

は決 して不可能な目的ではな く、む しろ好 ましくポジティヴな姿勢でとらえている。

その反面、学生の選択数値には、じっくりと英文 と取 り組む姿勢から逃避 している面

があらわれている。

【表7】
● 『作文力 をのばす授業に望む内容』

「基本語1000」 とか 「外人による直接添削」など、とても前向きで、その対応が具体

的である。今後の予想 として、「インターネッ ト言語の和訳」のような要望が多 くなる

と想像できる。「英文日記スタイル」のように、毎 日こつこつ継続 して日記を書 きっづ

けるスタイルに拒否感が強いのは、、現代学生気質そのものである。
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【表8】:『 作文力向上に望むもの』

「時間をかけての表現力」 とか 「ケースバイケースの英会話」 など、完壁 さを求めつ

つも現実的な事態に対応する学生像は、他の分野 に比べデーター値はあまり高 くない。

彼 らなりに自分たちの英語力に対 して、厳 しい評価を下 している。作文力に対 して、

学生の自信のなさがこのような低い数値 として表れている。これまでの 「読解力」「作

文力」の向上に関するデーター値の最高値の低さは、日本人特有のアキレス腱に相当

する数値である。

【表9】 ● 『聴解力 をのばす授業に望む内容』

ヒアリングをのばす方針は、直接に資格英語のテキス トのテープ聴取方法 とか、アジ

アの人と直接に話 し合 って聴解力 をつけるとかに、少かに高い数値が観られる。外国

人の中でも、英語 を母国語にしていない外国人との対話から聴解力 を習得するメソッ

ドは、現実的対応であ り、「アジア」の発想は誠に驚きに値する項 目である。教科書の

テープは、相対的に録音に十分な配慮がなされていないのが現状である。即ち、①ス

ピーキングのスピー ドが早す ぎる、②センテンス問の問が短かす ぎる、③ス ピーキン

グのグレー ドが高す ぎる、などである。学生の聴取能力に応 じたグレー ド別テープ教

材の開発 を指摘 しなければならない。

【表10】:『 聴解力向上に望むもの』

学生の能力からして、その6割 は英語検定準2級 程度ならクリアしているはずである。

それなのにデーター的にはかなり低い数値 となっている。受験料は高いので、学生の

本音は実社会で認め られる2級 受験 となっている。そのため、英検にするか トーイッ

クするかで迷 う学生が多いの も実情である。その分岐点は聴解力の善 し悪 しにかかっ

ている。聴解力に秀れている学生は英検で 「資格」 を取 り、それか ら、 トーイックで

「認定基準点」を取る傾向が見 られる。

【表11)
'『会話力 をのばす授業に望む内容』

「直接外国人 と話す練習」が低い数値なが ら、他のデーターより僅かに上位 を占めて

いる。「聴 き・話す」 ことに、もう少 し高い数値が出なかったことは、今後の検討課題

である。【表9】 の聴解力で、外人 と話す項 目には、思いの外、高い数値が出ていたが、

会話には 「控え目」的な日本人の特性が感 じられる。

ネイティブの専任が一人であり、さらに外国人留学生が皆無に近い学園生活の状態で

の、この数値は、思いのほか上等であるかもしれない。

ただ、「LL機器の自習モー ド使用希望者」は結構多い。聴いて話す希望学生の数値で

判断できうる状態であるが、CALL教 室はいつ も満杯状態である。その使用状態の過

密 さと、今後の機器使用状況を鑑みた場合に、第2CALL教 室の至急の増設を強 く望

むものである。
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【表12】 ● 『会話力向上に望むもの』

「日常会話」が上位に くるのがベス トであるが残念である。本学は史学科/文 化財学

科を擁するために、「アジアの人 と英語で」が上位 にきている。会話中心の授業内容に

ついて、学科の実態にあわせた異なったテキス トの採用検討も考慮 しなければならな

い。「読む ・書 く ・聴 く・話す」の分野で、「トーイック」表記は、今の世界情勢 を映

している。就職決定後の海外赴任の状況が現実味を帯びてきていることを、学生達は

肌身で知っているからであろう。

【表13】:『 英語授業の全般で希望する内容』r

数値は低いなが ら、「成績評価における評価(秀)の 新設」は、学生の他大学の情報に

よって設定できたものである。「演習内容の平常時評価重視」は、英語自体が演習科目

のため当然す ぎることであり、教育指導のさらなる研鑓 を行なわねばならない。また

少人数クラスの達成は、早急に善処 しなければならない事柄である。

「DVD/LD」 のクラスは前期セメスターで実施 し、好評をえた実績がある。 しか し

映画会ともなると、映像肖像権の問題 とも絡み検討課題 となる。

Vま とめと課題提起

「大学の英語授業における学生実態調査」の結果 と分析から、数々の課題提起が生まれてくる。

ここにそれを考察 した結果を報告 して本編のまとめとする。

【課題提起】

1.本 学の学生の中には、『語学学習が特別 に苦手だから、教科内で特 に重点化されてない奈良

大学を受験対象校に選択 した』 と、入学の動機づけに挙げている学生 もいる。しか しながら入

学後、選択 した学科にもよるが、国際社会情勢 とか英語科の学習指導後、学生実態調査結果が

示すように 「やるき」 をみせている。

2.4技 能とも、当初危惧 したほどに低い数値がでなかった。学生の能力は決 して低 くな く、技

能面での適切なる指導によって、数値向上を期待で きる。さらに言えることは、「従来的な読

む。話す。訳す」では学生のモチベーションを喚起できないことが確かになった。学生実態に

合わせた独自の教授法が急務である。

3.学 生たちは、国際化の時代の申し子 として、時代の流れに敏感である。我々教員 も日々研鐙

を必要 とする。

4.英 語に限らず語学授業全般であるが、授業は90分 の演習形態の多様化を学生たちは望んでい

る。言いかえれば、学生の集中力は、ます ます乏 しくなってお り、「30分3パ ター ン」の教

授 ・授業形態を学生は望んでいる。

5.英 語の重要性は自覚 しているが、Listening/Speaking面 での自信のなさが、語学能力のい

ま一層の進歩を阻んでいる。いろんなデーターがそれを如実に示 している。教員側の指導方針
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の徹底 と学習指導の調査研究 と対策が求められる。

次に私見であるが、実現 したい授業 として、次の事柄を申し述べる。

授業で直面する問題点として、「基礎学力の低下 ・コミュニケーション能力不足 ・発表 と質問

の少なさ」が挙げられる。必然的に、学生に対する個人指導が思うように任せ られない事態が早

晩やってくることは確実である。

実現 したい授業 とは、「教える授業」から 「主体的学習環境のある授業」に結論づけたい。

具体的には、次の5点 を列挙 してお きたい。

(1)事 前 ・事後学習の保障

(2)イ ンタラクティブな授業の継続

(3)視 聴覚教材を利用 しての、動機づけセミナ0の 実施

(4)授 業をオープン化 して、社会の意見 をとり入れるカリキュラム創 り

(5)海 外および国内大学 との交換留学生の実施 と海外語語研修体制の確立

最後に、学生側の学生実態分析 と教員側の教授実態分析 を重ね合わせた結果、「注一2」 で詳

述 している如 く、私が提案 した私案が奈良大学教養部の 「英語教育 ・新 カリキュラム案」 として

大筋で認められた。教養部案として採択されたのである。

注

1.本 稿の 「学生実態調査分析ス トラテジー」については、ResearchonStudents'PreferencesforCollege

EnglishLearning:TheCaseofHSUH(大 学教育学会誌 第19巻 第2号1997年11月)を 参考にさせて

いただいた。

2.本 編 の 「要旨」にて説明したように、本学教養部では平成13年9月 から平成14年3月 まで、『英語教育

将来検討委員会』が設置された。「抜本的な外国語教育の在 り方一英語教育」が毎回延々と熱心に協議 され、

下記のような山田案(折 込み)が 教養部会で承認 された。(平 成14年3月19日 、教養部会にて),



教養部 ・英語教育将来検討委員会 『新力リキュラム』

2002年3月13日

教養部・学部間共通科目設定

英語Iab 英語Hab 英語皿ab 英 語IVab 英 語Va・b/a・a' NC英 語ab

(教養英語) (コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン (応用英語 ・1) (応用 英語 ・H) (異文化理解) (現代英語)

英語)

(必修 ・2単 位) (必修 ・2単 位) (選択必修 ・2単位) (自由選択 ・2単位) (自 由選択 ・ (必 修)

半期2単 位制)

(学科別一部能力別) (分野別能力) (分野別能力) (分野別能力) (a・a':前 ・後 期

同一 カ リ)

(自己申告) (自己申告) (自 己申告 ・ (自己 申告 ・ (自 己申告 ・ (自己申告 ・登録制)

一部 セレクシ ョン) 一 部セ レクシ ョン) 一 部 セ レクシ ョン)

(1年 次対応) (1年 次対応) (2年 次以上) (2年 次以上) (3年 次以上) (2年 次以上)

(社会人対応) (社会人対応) (社会人対応) (社会人対応) (社会人対応) (社会人対応)

『比較概念』を中心に。 標準英会話⑮ 中級英会話⑥ 中級英会話 上級英会話 観光英会話

(セ レク シ ョン) (セ レクシ ョン)

AA:(1) AA(1)

〈以下 、参考例 〉 【英検2級 ・ 【英検2・ 準1級 】 【TOEIC500前 後 】 【英検 準1級 】

国文学科 海外経験2年 以上】 【TOEIC500↓ 】 【TOEIC500以 上 】

文学 ・文化 (TOEIC450) A(1)

史学科 A:(1) B(2)

古 ・近歴史 B:(6) (2)SRA会 話 中級TOEIC 上級TOEIC 基礎英語

地理学科 (7)SRA会 話 【500前後 】 【550以上 】

地域 ・共生 CALL英 会話③

文化財学科 A(1)

考古 ・遺産 B(2)

社会学部

心理 ・福祉 LL英 会話④ 中級TOEIC③ 英語演習 英語特講 ビジネス英語

国際 ・情報 A(2)テ キ ス ト難 A(1)500以 上 (教職英語) (上場企業向)

B(2)テ キ ス ト易 B(2)500未 満 (大学院対策)

(参考) 中級STEP①

自然 ・科学 2級 ～準1級 時事英語セミナー 異文化

中国 ・日本 (表現英語) コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン メディア英語

世界 ・寧楽 標準TOEIC③ インターネ ッ トE② 寧楽を読む

A(1)400以 上 カ レン トEng.③ 万葉集を詠む

B(2)400未 満 NewspaperE 飛鳥を観る

MagazineE 奈良町を識る

<16> <22> <18> <4> <4> <4>

【現 行 クラス】 【改訂 ク ラス】

〈1年 次 〉 英語117英 語--17英 語1:16英 語H:22

〈2年 次 〉 英語 皿21NR英 語3英 語 皿:18英 語IV:4NC英 語:4

〈3・4年 次 〉 計=〈58>英 語V(異 文 化理解):4

計=(68)

【要 望】◎評価 を4段 階→5段 階 に改善 。GPA制 度 の導入(A=4/B=3/C=2/D=1/F=0)

◎ 資 格優遇制 度の導入。

呂

～

切
①
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英語教育 新カリキュラム案

平成14年3月19日(火)

(英語教育検討委員会)

基本的な考え方

◇全学生に基礎的な英語力の酒養を期す、とともに、能力のある学生についてはその英語力の向

上がどこまで も図れることを期す。

◇そのために能力別クラス編成を導入する。

◇ コミュニケーション能力、表現力の向上を中心に、幾つかのコースを設定する。

◇高能力クラスになるほど受講学生数は減少すると予想されるが、小人数クラス(極 端な場合、

最高 トップレベルは受講生が1人 ということもあるかもしれない)の 存在を当局は許容 された

いo

◇能力別編成に伴い、クラス数がある程度(10ク ラス程)増 えるが、非常勤講師等の措置を、本

学生の英語力向上のために、同 じく許容されたい。

具体的事項(cf.別 紙一一覧表)

◇単位:現 行通 り、英語一回生4単 位必修、二回生2単 位選択必修。独 ・仏 ・中も同じ。

他に、自由選択 として8単 位、語学総計18単 位 まで取得可能。

◇英語1、 英語IIは 一回生必修。

◇英語1は 「教養英語」であって、分野の特徴 を持つ 「学科別編成」 とし、その中に2～3段 階

のグレー ド制を敷 く。グレー ドの選択は入学時の学生の自己申告 とする。

◇英語Hは 「コミュニケーション英語」であって、会話、Toeicを 中心に2～3段 階の能力別ク

ラス編成を敷 く。グレー ドの選択 は入学時の学生の自己申告とする。英語科教員が設定する何

らかの基準(ex.入 試成績、TOEIC、TOEFL、 英検の成績、帰国子女等 による)を クリアー

している学生は、英語Hを 飛び越 えて英語皿に進んでもよヤ・・その場合、英語Hの 単位は取得

したものと認める。

◇英語皿は 「応用英語」であって、能力別クラス編成による二回生以上の選択必修。中級程度の

英語力を狙い とするが、コミュニケーション英語の他に、インターネット利用、読解、速読等

のコース も設置される。クラスの選択は、何 らかの基準で教員側から勧告する形のセレクショ

ンと、学生の自己申告によって行う。

◇英語IVは 、中級程度の力ではあるが、英語皿同等のレベルで更にトレーニングを重ねたい学

生のためにとくに設定するものである。

◇英語Vは 「異文化理解英語」 として、三回生以上を対象に、能力別で英語の総合力を高め、上

級以上の英語力と養成を狙いとする。履修は自由であるが、クラス編成は教師によるセレクシ

ョンと学生の自己申告による。単位はリミットの範囲内で幾 らでも加算できる。

◇ これらのクラスは前期、後期 を通 じて設置されているが、学期毎のクラス移動は可能とする。
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要望事項

◆三 ・四回生の外国語受講を容易にするために、英語IV(応 用外国語)に ついては、英語の総合

的なスキルに加えて、英語文化等に関わるレクチャーも取 り入れた内容 とし、半期2単 位 をこ

れに与えるようにしたい。それを通 して英語力の更なる向上を図るものとするが、それについ

ては教養部だけでは決められないので、次期学部長が両学部、教務部、他関係当局と折衝され

たい。また教養部内の合意 も必要であろう。

◆上記のような半期2単 位制を取 り入れた場合、語学の総単位数制限18単 位を22単位程度に改訂

することもあ りうる。

◆三 ・四回生の英語(英 語Vに 当たる)を 両学部の共通選択科 目の中に入れてもらいたい という

ことは、既に両学部長に繰 り返 し要請 し、理解は得ている。

参考資料

1.大 学英語教育学会:関 西支部紀要 第5号 、1999

2..大 学英語教育学会:創 立40周 年記念誌、2002

3.外 国語教育メディア学会:第42回 全 国研究大会誌、2002

4.大 学英語教育学会:新 時代の英語教員養成一現状 と展望一、2000

5.山 田 隆敏:"メ デ ィア環境における外国語教育"奈 良大学総合研究所所報 第8号 、2000

Summary

Learningstrategiesarestepstakenbystudentstoenhancetheirownlearning.Strategiesareespecial-

lyimportantforlanguagelearningbecausetheyaretoolsforactive,self-directedinvolvement,whichis

essentialfordevelopingcommunicativecompetence.

ThepurposeofthispaperistomakeanextensiveneedsanalysissurveyofNaraUniversitystu-

dents.Inthesurvey,carefulattentionwaspaidtothesignificanceandnecessityofneedsanalysis

study.
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